
生徒会オリエンテーション 第３０回卒業式
前年度3月19日(火)に、南千住二中第30回卒業式が挙行されました。
卒業式は中学校の教育課程を全て終了したことを祝う式典です。卒業生
も在校生も最高の卒業式にしようと、立ち居振る舞い、身だしなみ、返事
や言葉、合唱などすべてに全力を込めて練習に取り組んできました。
その成果もあり、当日は息の合った礼法でたいへん厳粛に感動的な式を

行うことができました。卒業証書授与では担任の先生から一人ずつ名前を
呼ばれ、壇上で返事をして卒業証書を受け取りました。晴れやかな表情と堂々
とした姿は、3年間で心身ともに大きく成長したことを感じさせるもので、誇らしく
もありました。校長先生の式辞では、「皆さん一人ひとりにぜひ幸せになってほ
しい」とはなむけの言葉が贈られました。ご来賓の方々からのご祝辞や記念品
を贈呈される卒業生代表◯◯◯◯さんの態度も立派でした。

卒業生代表･前生徒会長◯◯◯◯くんの別れのことばは、入学当初の思い出からはじまりました。
万感の思いが溢れ、◯◯くんのことばは途中から涙声に…。数々の失敗や後悔を味わったからこそ、
学校のいたるところに思い入れがあるという言葉に、3年間の思
い出と感謝が鮮やかに蘇り、卒業生たちの目にも涙が溢れまし
た。保護者に向けた「ときには反抗的な態度をとってしまうこと
もありましたが、いつも温かく見守り、学校に通わせ、今日まで
育ててくれてありがとう」という素直な思いの詰まった言葉には、
席で見守る保護者も涙をこらえきれませんでした。最後に「明日
からは、この南二中での思い出を胸に、それぞれが自ら決め
た道に前を向いて進んでいきます」という力強い言葉で結ばれ、
小林くんと校長先生は堅く握手を交わしました。
卒業生の｢仰げば尊し」 (指揮；◯◯◯◯くん、伴奏；◯◯◯◯
さん)、全校生徒による式歌｢旅立ちの日に｣(指揮；◯◯◯◯◯
さん、伴奏；◯◯◯◯くん)、で式は最高潮を迎えま
した。そして最後に、全校生徒全員による圧巻の校
歌で卒業生を送り出しました。
平成30年度の卒業生は、男子79名、女子62名、
計１4１名で、南千住二中の卒業生累計は2,813名
となりました。卒業生の皆さんの一層の活躍をお祈
りしています。

入学式の翌日、4月10日(水)の午後に生徒会オリエンテーション
が行われました。入学と同時に全生徒が南千住二中生徒会の会員
となります。生徒会オリエンテーションでは、“生徒会活動とは何か” 、
南千住二中生徒会スローガンや各専門委員会の活動内容が説明
されました。
この会はそれと同時に、2、3年生と新１年生の「対面式」の意味も
あわせもっています。1年生と向かい合って、2、3年生が校歌を紹介
したり、入会の証に鉢植えの花が１年生にプレゼントされました。
１年生を代表して、◯◯◯◯◯くん(1-3)から上級生へ、「今日はありがとうございました。南二中のしく
みが少しずつわかってきました。これからもわからないことがたくさん出てくると思いますが、そのとき
はまた教えてください。よろしくお願いします。」という会のお礼と入会の誓いのことばが述べられまし
た。
生徒会オリエンテーションの翌日には部活動説明会も行われました。１年生が楽しみにしていた部活

動の紹介です。各部の部長を中心に活動内容が説明され、１年生の仮入部が始まりました。

4月15日(月)には、ＪＲＣ登録式が行われました。南千住二中は、ＪＲＣ
(Junior Red Cross ＝青少年赤十字)に全校加盟しており、地域清掃や
ボランティア活動などに取り組んでいます。ＪＲＣ委員会や学校の特色
であるレスキュー部の活動もこのＪＲＣの活動に深く関わっています。
今年は講師としてJRC東京支部の塩入睦夫先生をお招きし
て、青少年赤十字の精神や歴史にはじまって、「青少年
赤十字は、困った人がいたら助けてあげられる人になる
ことが目標であり、そのために、健康でボランティア精神
をもち、世界に目を向けていこう」と目標や活動などにつ
いてお話をいただきました。つづいて新入生のJRC登録
式が行われました。生徒会本部役員の◯◯◯くん(3-1)
の宣誓に続き全校生徒がＪＲＣの一員である自覚を
もつために「誓い」を唱和しました。
また、ＪＲＣ委員長の◯◯◯◯さん(3-2)とレス
キュー部部長の◯◯◯◯さん(3-3)がそれぞれの
活動報告をしました。これまでのレスキュー部の
活動が東京消防庁や東京都教育委員会から高い
評価をいただき、昨年度は皇后陛下ご臨席のもと
行われた日本赤十字社全国大会で中学校防災部
の代表として南千住二中が発表を行うという名誉を受け、大きな
励みとなりました。
最後に、新たに登録された１年生を代表して◯◯◯さん(1-2)が、
塩入先生からＪＲＣバッジを授与されました。校歌斉唱では、歌詞
カードを見ながらも、元気よく歌う1年生の姿も見られました。
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教職員の紹介始業式・第３１回入学式

平成最後であり、令和元年度となる始業式が4月8日(月)に行われました。朝８時からの新クラス発表では、
早くから集まっていた生徒が一斉にクラスごとの名表の元に駆け寄り、自分の名前を探したのち、同じクラス
の友だちを見つけては手を取り合い、喜び合う様子が至る所で見られました。3年生は春休みに転入生が
２名入り、122人の4クラス。2年生は110人のため、1年時は中１生支援の1クラス35人までの4クラスでしたが、
2年生からは1クラス40人までの3クラスで新年度をスタートしました。新しいメンバーで気持ちも新たに
スタートした2年生、3年生。これからの１年でさらに‘たくましく’成長していくことでしょう。
始業式では、転出された先生につづき、新たに南千住二中に来られた教職員4名が紹介されました。さら
に担任・副担任の発表があり、学年による教員の配置変更もあり、驚きや期待に包まれた歓声が上がりまし
た。その後、校長先生から「自分の置かれた場所で花を咲かせなさい」とお話があり、2、3年生は新クラス
でもプラス思考を大切に自らの道を切り開いていこうという決意でひときわ表情を輝かせました。
始業式翌日の4月9日(火)には南千住二中第31回入学式が行われました。今年度の新入生は、男子60名、
女子65名、計125名の4クラス。今年は全学年で11クラスのスタートとなりました。
式は温かく和やかな雰囲気の中で行われました。新入生入場では、誘導係の生徒会役員を先頭に、足並
みを揃え、元気よく手を振り堂々と入場できました。会場からは大きな拍手があふれ、すこし緊張気味な表情
も晴れやかなものとなりました。ひとりひとりの名前が担任の先生から読み上げられる呼名では、会場に「はい」
と応える明るく元気な声が響き、南千住二中での新しい生活に対しての希望が満ちあふれていました。式で
の起立や南二中の伝統である黙礼も初めてでしたが、朝の短い学活での練習だけでしっかりできました。校長
先生の式辞の中では南千住二中が全校加盟しているＪＲＣ行動目標である「気づき、考え、実行する」を新入
生全員で唱和しました。
また、生徒会長◯◯◯◯◯さん(3-4)の歓迎のことばに
続き、新入生代表の◯◯◯さん(1-1)が「南千住第二中
学校の生徒として、支えてくれる方々への感謝の気持ち
を忘れず、それぞれの目標に向かい、精一杯努力しま
す」と誓いのことばを述べました。
また、式の終わりには、指揮◯◯◯くん(3-2)、伴奏
◯◯◯くん(3-1)による、2、3年生の校歌(校歌紹介)斉唱
がありました。式典の最後を校歌で締めくくるのは、南二
中の伝統であり、南千住二中生としての誇りを胸に高らか
な歌声がアリーナ(体育館)に響き渡りました。
全校生徒357名。仲良く楽しく、そして何事にも一生懸命
に取り組み、一人ひとりが成長し、力を合わせてより良い学校をつくっていきましょう。
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新年度に伴い、教職員の異動がありました。
これまで学校を支えてくださった先生・主事さん方
ありがとうございました。

[ 転 出] 副 校 長 飯島和弘先生（荒川区立第四中学校へ）
数 学 門脇晃子先生（板橋区立上板橋第一中学校へ）
体 育 末永佳奈子先生（板橋区立上板橋第三中学校へ）
栄 養 士 山脇路子先生(荒川区立第四中学校へ)
Ｎ Ｅ Ａ ジェフ・ゴールド先生(実践学園高校へ)
特別支援教育補助員君 野 翼 先生(西東京市立田無第一中学校新規採用)
特別支援教育補助員小笠原悠太先生(荒川区立第四中学校へ)
非常勤講師 橘 正 人先生(中央区立晴海中学校新規採用)

[ 退 職] 特別教育支援員 堀 内 淳先生

[新転任] 副 校 長 伊藤錦之助 先生
（荒川区立第一中学校より）

体 育 橋本和加子先生（新規採用）

栄 養 士 小向朋美 先生
（荒川区立第四中学校より）

特別教育支援員 小島英雅 先生
（荒川区立尾久八幡中学校より）

新転任の左から、伊藤副校長先生、
橋本先生、小向先生、小島先生
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第10回足立長距離選手権大会 中学女子走幅跳
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笑顔があふれ
一人一人が輝く学校をめざして

前年度3月24日（日）に、全国中学ビブリオバトル決勝大会が千代田
区のよみうり大手町ホールで開催されました。南千住二中からは、1月
に校内で開かれた第4回ビブリオバトルで優勝した◯◯◯◯さん（2-1）
が出場しました。大会には秋田、大阪など各府県の大会優勝者や首都
圏などから54人が参加。原稿やパネルなどは
使わず、紹介する本のみを持ち、1人5分の
時間を余すことなく使い、紹介する本の魅力に
熱弁をふるいました。会場には、◯◯さんの
所属する陸上部の仲間も応援に駆けつけ、
多くの来場者で熱気にあふれました。◯◯さん
は、「きみの友だち」（重松清作）をお薦め本
として紹介。惜しくも準決勝進出には至りませ
んでしたが、審査員の方々をはじめ会場の聴
衆から“一番読みたくなった本”として多くの票
を集めました。プレゼンテーションの内容も
仕方もたいへん素晴らしいものでした。

１２５名の新入生を迎え全校生徒３５７名１１学級で新年度をスタートしました。下記の学校経営方
針（基本理念）のもとに教育活動を行いますので保護者の皆様にはご理解、ご協力をお願いいたし
ます。
○ 基本理念
地域と一体となり笑顔あふれる学校づくりを学校経営の基盤とする。

新入生の皆さん入学おめでとうございます。
１２５名の新入生はいろいろな個性をもっているダイヤモンドの原石です。その個性を磨き美し
く輝くダイヤモンドになってください。そのためにはどうしたらよいか。それは、「大きな子供では
ない、小さな大人である」という自覚をもつことです。小さな大人とは、自分のことしか考えない
人ではありません。相手をいじめたりバカにしたりする人ではありません。小さな大人とは相手
の気持ちを理解する人であり、困っていたら助けてあげることができる人です。

本校の教育目標は、たくましい人です。たくましい人とは、大きな子供ではなく、小さな大人
です。たくましい人は、青少年赤十字（ＪＲＣ）態度目標の「気づき、考え、実行する」人です。
電車に乗っていたらお年寄りや体の不自由な方に気づき、席を譲る。廊下
にゴミが落ちていることに気づき、拾う。皆さんの先輩には、学校に来ら
れ職員室や校長室がどこか戸惑っているお客様に気づき、案内する
生徒がいます。
大きな子供ではない、小さな大人であるという自覚と気づき、考え、
実行することを心がけて学校生活を送ることができれば必ず皆さんは
ダイヤモンドになることができます。がんばりましょう。

新年度を迎え、新２・３年生は生き生きとした学校生活を送っています。多くの生徒が明るく元気に
あいさつをしてくれます。部活動も一生けんめい取り組んでいます。青少年赤十字の登録式も終わ
り、１年生にとっては新たに経験することが多い毎日だと思いますが何事にもチャレンジしましょう。
きっと楽しい学校生活を送ることができると思います。

地域・保護者の皆様、本校は青少年赤十字活動やレスキュー部、地域学習などを通して地域の
方々と中学生の触れ合いを進め、地域と一体となった教育活動を行っています。さらにこうした取り
組みを充実発展させていきますので引き続き御支援くださいますようお願いいたします。


